
ぞ
れ
本
復
旧
工
事
を
行
い
ま
し
た

。

に
大
型
土
の
う
を
設
置
し

、
そ
の
後
に
そ
れ

（
②

）
で
す

。
両
方
の
河
川
と
も

、
応
急
的

み
ブ
ロ

ッ
ク
が
崩
壊
し
て
し
ま

っ
た
ケ
ー

ス

た
津
波
の
押
し
波
と
引
き
波
に
よ
り

、
石
積

み
ブ
ロ

ッ
ク
に
亀
裂
が
生
じ

、
遡
上
し
て
き

二
つ
目
は

、
里
根
川
で

、
地
震
に
よ
り
石
積

壊
さ
れ
て
し
ま

っ
た
ケ
ー

ス

（
①

）
で
す

。

に
よ
り

、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
擁
壁
の
上
部
が
破

 
一
つ
目
は

、
大
北
川
の
河
口
部
で

、
津
波

ズ
ム
と
復
旧
計
画
も
示
し
ま
す

。

す

。
そ
れ
ぞ
れ
津
波
に
よ
る
被
災
の
メ
カ
ニ

の
津
波
被
害
の
中
か
ら
二
箇
所
を
紹
介
し
ま

害
が
大
き
か

っ
た
津
波
被
害
の
う
ち

、
河
川

箇
所
を
紹
介
し
ま
す

。
県
北
ブ
ロ

ッ
ク
で
被

　
今
号
で
は

、
県
北
ブ
ロ

ッ
ク
の
主
な
被
災

り
ま
す

。

被
災
箇
所
の
復
旧
完
了
状
況
を
紹
介
し
て
お

て
一
ブ
ロ

ッ
ク
ず
つ
代
表
的
な
地
震
に
よ
る

北
・
県
央
・
県
南
・
県
西
・
鹿
行

）
に
分
け

　
前
々
号
か
ら

、
県
内
を
五
ブ
ロ

ッ
ク

（
県

(

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
一
日
号

)

　
　
河
川
か
わ
ら
版

【
復
旧
完
了
箇
所
①

】

　
◎
大
北
川
堤
防
の
復
旧

（
北
茨
城
市
磯
原
町

）

県北ブロック 

① 
② 

パラペット 大型土のう 【原形復旧】 

津波前の砂州形状 

大北川 

山海館 

JR常磐線 

国道６号 

天妃山 

河川災害（県） 

＜被害小＞ 

＜被害大＞ 

パラペットが崩壊 大型土のう（2段積） 

被災延長 L=53m 

被災状況写真 

完成写真（本復旧完了） 
＜ 大北川（河口付近） 被災メカニズムと復旧計画 ＞ 

被災状況 応急復旧完了 本復旧完了 

Ⅲ 復旧計画 Ⅰ 津波来襲 Ⅱ 応急復旧 

位置図 

（被災直後写真） 
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◎
里
根
川
堤
防
の
復
旧

（
北
茨
城
市
関
南
町
／
大
津
町

）

【
復
旧
完
了
箇
所
②

】

AS

平均満潮位

（
石
積
）

AS

（
石
積
）

平均満潮位

亀裂 

亀裂 
円弧すべり 

護岸の変形 

AS

押し波と引き波を繰り返す 

戻り流れ 

護岸の崩壊 

1:
0.
5

1:
0.
4
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00

40
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50
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350

800

300

150

AS

Ⅰ 被災前 

Ⅱ 地震（震度６弱） 

Ⅲ 津波来襲 Ⅳ 復旧計画 

地震動により石積みに亀裂が生じ、背面地盤
（土砂）が川の中心に向かう「円弧すべり」が発
生し、護岸（石積）が変形した。 

津波の来襲と戻り流れが繰り返されたことにより、
護岸天端の土砂が吸い出され、更に護岸の変
形（動）が進み、護岸崩壊に至った。 

現在の設計基準により復旧計画 

 被災延長L=98.7m 

完成写真（本復旧完了） 
被災状況写真 

応急復旧状況写真 

＜ 里根川 被災メカニズムと復旧計画 ＞ 

 大津漁港 

位置図 

（被災直後写真） 


